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おおよそ 3 0 %の細胞が K i - 6 7に陽性所見を認めた。これらのことより、紡錐形の細胞は増殖中の間 
葉系内皮細胞であり爪周囲の血管新生を誘導し創傷治癒の促進に関与しているものと考えられた。
以上のように、本研究は爪創傷治癒モデルを新たに作りだすと共にその過程に見られる拡張した血 
管を含む乳頭様の突出構造を明らかにし、今後の爪創傷治癒促進に大きく貢献したと考えられる。よ 
つて、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。
- 56 -
